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平成 26年度第 2回日野市入札及び契約等監視委員会議事概要 

 

開催日時場所 
平成 26年 8月 22日（金） 午前 10時 00分～午前 11時 30分 

日野市役所 5階 507会議室 

出席委員 

委員長 西浦 定継（明星大学理工学部教授） 

委 員 山下 太郎（弁護士 日野市民法律事務所） 

委 員 濱中 大輔（税理士 星野・濱中会計事務所） 

議事次第 

１． 開会 

２．審議事項 

（１）抽出案件について（平成 26年 5月 1日から平成 26年 7月 31日までの総務課契

約締結分） 

３．その他 

（１）電子入札範囲の拡大について 

（２）特命随意契約の理由の妥当性について 

４．閉会 

質問・意見 回答 

２（１）抽出案件について 

・抽出方法等の説明を事務局に求める。 

 

 

 

 

 

 

○工事について 

・「梅が丘特殊地下壕対策（２６－１）工

事」について、平成２５年度分と並行し

て平成２６年度分を実施するというこ

とだが、最初から２年分まとめて契約す

ることはできなかったのか。 

 

 

 

 

 

 

・今回の審査対象期間は、平成 26年 5月 1

日から平成 26年 7月 31日までとなって

います。 

 この間に総務課で契約締結した案件の

総数は 218件です。前年度同時期とほぼ

同数となっています。 

 

 

・本件は、梅が丘地区に現存する特殊地下

壕の埋戻し対策工事です。国庫補助金の

交付決定を受けて単年度事業として実

施しています。平成２５年度は、国との

調整を要し発注時期が年度末となった

ため、工期末が平成２６年６月となりま

した。その後、当初予定していなかった

説明会の実施や施工場所の一部変更が

あったため、９月に竣工することになっ

たものです。 
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○設計・測量について 

・「日野市立三沢中学校校庭芝生化工事監

理業務委託」について、今回の落札者は

これまでに日野市の同様の工事監理を

受託しているとのことだが、その時の落

札率はどれくらいなのか。 

 

・積算基準に問題があるのでは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地元の業者が落札するということはよい

ことではあるが落札率が高止まりする

ことはあまり良い状況とは言えない。今

後も入札結果を分析し、適切な対応をお

願いしたい。 

 

○修繕について 

・「日野市営火葬場待合室修繕」「高幡図書

・平成２５年度と平成２６年度の施工時期

が一部重なり、隣接する対策区間におい

ては、充填工等の作業を２回に分けず１

回で行うことができ、また、プラント内

の仮設備類をそのまま使用できること

から、同一業者に施工してもらうことに

なったものであり、当初から２年度分を

まとめて契約することはできませんで

した。 

 

 

・本件は、三沢中学校の校庭芝生化工事に

おける設計意図の確実な実現及び学校

等関係者との調整を図り工事を円滑に

行わせるための業務委託です。 

・約４４％と５７％です。 

 

・設計・測量については、これまでも落札

率が低いという案件がありました。基本

的に日野市では都の積算基準を用いて

います。また、市内業者のみで入札を実

施した場合と市外業者を含め入札を実

施した場合では、平均落札率に大きな開

きがあります。また、市外業者で落札率

が低い場合の会社の規模ですが、大企業

に偏っているわけではなく中小企業に

おいてもその傾向はあります。 

 

・引き続き検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

・「日野市営火葬場待合室修繕」は、老朽
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館トップライト等防水修繕」について、

参考見積りの取り方が難しいという案

件だと思いますが、何か対応は取ってい

るのですか。 

 

 

 

 

 

 

・「高幡図書館トップライト等防水修繕」

については、費用を抑えることができた

という点ではよかったのでしょうが、地

元業者でも施工できる履行内容であっ

たという点ではそこら辺のバランスを

どうするかが難しいところですね。 

 

○委託について 

・「日野市情報セキュリティーポリシー運

用業務委託」について、仕様が妥当であ

ったのかを判断するのは難しいと思う

が、外部のコンサルタントに確認しても

らうなど何かしらの対策を講じた方が

良いのでは。 

 

○賃貸借について 

・「日野市立みなみだいら保育園仮園舎賃

貸借」について、仕様が厳しいという意

見があったとのことだが、実際に今回の

仮園舎を使用したうえで、再度仕様がど

うだったのかを検証する必要があるの

ではないか。 

 

○全体を通して 

・今回の抽出案件では、参考見積りの取り

方が適当であったのかと思われる案件

化した待合室の修繕、「高幡図書館トッ

プライト等防水修繕」は屋上トップライ

ト２か所からの雨漏りの修繕です。 

・２つの案件とも参考見積りの取り方につ

いて、適切でなかった感は否めません。

このことについて、先日開催された来年

度予算編成に向けた説明会において「参

考見積りの徴取について」の文書を配布

し、注意喚起を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

・検討します。 
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が散見された。すでに、全庁的に対応を

しているとのことであるが、引き続き注

意してもらいたい。 

３（１）電子入札範囲の拡大について 

・事務局からの説明を求める。 

 

 

 

 

 

   

 

・電子入札を導入すると日野市にはどのよ

うなメリットがあるのか。 

 

 

 

 

 

 

・今回対象とならない物品・印刷について

はどのようにするのか。 

 

・これまでも当委員会で指摘をいただいて

いた電子入札の導入について、平成２６

年１０月１日から対象範囲を拡大する

ものです。 

今回は、委託、設計・測量、賃貸借の指

名競争入札及び修繕の希望型指名競争

入札を電子入札の対象とします。 

 

・指名通知の際の手続きが簡素化できるこ

と、入札会場の確保の必要がなくなるこ

と、開札作業が自席で行えることが挙げ

られます。 

また、業者としては、わざわざ日野市役

所まで出向く必要が無くなるといった

ことが挙げられると思います。 

 

・基本的には、電子入札を導入したいと考

えています。 

（２）特命随意契約の理由の妥当性につい

て 

・事務局に説明を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成２３年度に当委員会において特命随

意契約の理由について審議をしていた

だきましたが、次回の委員会において同

様の審議をお願いするものです。 

・日野市では、随意契約のガイドライン及

び随意契約締結依頼書の記入例を作成

し、それに基づき事務処理を行っていま

す。まず、このガイドライン等の内容に

ついてご審議いただき、その後、案件ご

との理由を審議していただく予定でお

ります。 

 


